


研究目的 

本症には現在根治療法がないが,羊水診断が可能である。且つ伴性劣性の遺伝形式をとり,

その保因者は,男児の 1/2 に患児を,女児の 1/2に保因者を妊娠する。従って発端者からい

もづる式に保因者の発見が可能であり,多くの保因者を発見して,患児の出生を防止するこ

とが目的である。 


